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～序章～
　喜怒哀楽の感情や情緒を高め、表現するツール
として幼児の音楽はとても重要な役割を果たす。
そのため、保育の現場では日々様々なシーンで多
様な音楽が用いられている。その中、ピアノの責
任は重大だ。それは、音楽の三要素「リズム」「メ
ロディ」「ハーモニー」を一人の人間が一度に音に
することが可能であるこの楽器の特性を活かし、
幼児が「聴いて」「感じて」「表現する」ことに導
くのが保育士が弾くピアノの役目であるからだ。
　しかしながら、ピアノ初心者が保育士を志すこ
とも多くある。初心者も経験者も単に音を弾く事
だけに留まらず、表現する領域まで習得してもら
いたいと願うのだが、それには基礎が重要であり、
また、その基礎を効率よく、かつ、徹底的に身に
つける必要がある。
　四條畷学園短期大学教授・淡路和子氏の、晩学
ながらもピアノを始めて１年足らずで音大入学レ
ベルにまで到達した経験は、十代終盤になりピア
ノを始める学生に希望を与えるものである。
　短期間での上達はやる気や情熱だけでは不可能
である。そこにはコツやポイントがあり、淡路教
授の経験からヒントを得て四條畷学園短期大学で
は基礎を学ぶための独自の教材を作り、授業に活
用している。初回の授業から音階と和音を学ぶこ
とで音階では指番号、運指、音符の音価まで言及し、
和音では左手で弾く基本の 6 つの形を徹底的に覚

え込ませ、それらを拍子の中で弾かせるなど、こ
の教材を一通り習得することで初心者でもバイエ
ル中盤が弾けるレベルにまで到達するという、画
期的なものだ。

「晩学でピアノを始める学生の為の練習方法」につ
いて
　初心者の学生が、練習をする際に共通して困っ
ている問題は、曲を弾く時の「運指」、もう一つは「読
譜」である。そこで、この問題解決のために、よ
り簡単でシンプルな方法でのピアノ指導を考えて
みた。それは、和音や音階の導入を工夫し、独自
に和音をマーク化して練習する方法である。

1. 和音マークでの練習に入る前のポイント
　初心者は、読譜や運指に余裕がないために、余
計な手の動きをしたり意味もなく手を広げすぎた
りして、ミスタッチの原因を作っている。そこで
練習をする際に気づいてほしいのは、手を基本的
な形（冊子 18 頁）でピアノの鍵盤に置くとピッタ
リと収まるという事である。バイエルなど初期の
練習曲は手を置いたままで弾ける曲が多い。しか
し、初心者は意外にこのことに気づいていない。
この事を頭に置いておくと正確に弾くことにも繋
がり練習の段取りもよくなる。常に「手を置いた
ままで弾ける」箇所を探す事で、長いフレーズも
整理して弾けるようになり、読譜や暗譜の手助け
にもなる。
　次に「手を置いたままで弾く」ことを応用して、

「和音」と「音階」を楽譜を使用せずに、マークや
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指番号のみで練習する方法である。この 2 つは習
慣的にほぼ弾き方が決まっているので、前もって
幾つかのパターンを練習して指の運びを覚えてお
く。そうすることで、音の並びを「和音」や「音階」
の塊としてとらえることができ読譜の助けになる。
具体的に練習方法を次のようにまとめてみた。

1）和音マークの練習方法
　伴奏に使われる構成音、つまり和音（基本形や
転回形）は基本的に弾く指使いは決まっている。
このことを利用し、和音を弾いた時の手の形状を
種類分けして※マーク（冊子 17 ～ 20 頁参照）に
した。そして初心者自身が練習中に一目でわかる
ように、そのマークを楽譜（左手で弾く方）に記
入（冊子 25 頁参照）して利用する。マークは、す
ぐに分かり覚え易いように、ハート、星、ダイヤ
の３種類とした。実際の楽譜では、和音の形より
も分散の形（冊子 30 頁参照）等で出てくることの
方が多いので、使われている構成音（和音）の種
類を判断し記入すると良い。そして、和音を弾く
時の手の形状に当てはめて弾くことができる。最
初に和音マークと弾き方に慣れる必要があるので
冊子 17 ～ 20 頁を参考に、予備練習として練習課
題をマスターする（冊子 28、29 頁）。４分音符 1
拍がメトロノーム 80 くらいで弾けるように練習す
る（勿論、最初は慣れるまで自分のペースで練習し、
徐々にテンポを上げていく）。前もってこの練習課
題をしておくと、実際の練習曲で和音マークを記
入する際に、和音マークを判別しやすくなる。

※このマークは、和音記号ではなく和音を弾く時
の手の形を種類分けしたもの。初心者にもわかる
ように、よく使用される和音を例に挙げている。
♡は基本形のドミソを当てはめ、♢は転回形のド
ファラ、☆はシファソを当てはめてマークの手の
形を覚える。

2）和音マークによる練習のメリット
　練習においてもマークを見た時に手の形を直ぐ
に判断できるので、読譜の遅れをカバーでき、先
に正確な打鍵の位置に指が行く。また、異なった
和音が次々と出てきても、和音マークの記入によ
り運指の準備がスムーズになりミスタッチを防ぐ
ことにも繋がる。この和音マークの１番のメリッ

トは長調、短調関係なく全調に対応できることで
ある。余裕があれば、ハ長調以外の調（冊子 31 頁
参照）で、冊子 29 頁を練習しておくことを勧める。
また、冊子 29 頁が十分練習できた時点で、和音の
分散形での練習（冊子 30 頁）をしておくとバイエ
ルの練習がスムーズにいく。

3）指番号による音階の練習
　楽譜がすぐに読めないことも考慮して、指番号
のみで練習できる教材を載せている。最初にハ長
調の音階（冊子 7 頁）を片手で確実に弾けるまで
十分練習することがポイントである。そして、バ
イエル等の初歩の練習曲を始めるまでに、シャー
プ４つまでの音階（冊子 8 頁）を弾けるようにし
ておく。弾けるようになったら、読譜と結びつけ
るために楽譜での練習に切り替える（冊子９頁）。

4）指番号による音階の練習のメリット
　楽譜を使用しないので、調号のついた音階練習
が容易にできる。このことによって、指を置く鍵
盤の位置を指が覚え、反射的に指が必要な鍵盤に
行くようになる（和音の練習も同じである）。練習
の際に、調号のシャープの位置も、指の感覚での
判断が可能になってくる。後々、調号のついた曲
を練習する時に、調号のついた音に対処でき読譜
の助けにもなる。音階は、初歩の楽譜だけでなく
難易度の高い楽譜にもよく出てくるので是非練習
してもらいたい。

2.「読譜の際の問題点と解決方法」について
　楽譜が読めない、或いは苦手とよく聞くが、初
心者は、中央のドから数えて目的の音を読もうと
するので、かなり手間になって早く読めない原因
を作っている。そこで、同じ数えて読むのであれ
ばド以外にも数えて読むための基点になる音を増
やすことを考えた。

1）音の覚え方（ト音記号の譜表）
　ト音譜表は、主に旋律がよく出てくることが多
いので、先ず、5 線上の 5 つの音『ミソシレファ』
を覚える（冊子４頁参照）。忘れては何もならない
ので、ごろ合わせ（㋯㋞㋛る、/ ㋹んこん、ファイト
だよ）で覚えると良いだろう。このことを利用し
て読譜の回数が増えていけば、中央のドから離れ
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た音の読譜も慣れてくる。いずれ数えて読むこと
から解放されると思う。

2）音の覚え方（ヘ音記号の譜表）
　次に、一番読譜に苦労するのはヘ音記号である。
ピアノの楽譜では、主に左手で弾くパートにでて
くる。また、和音の形、或いはその変形で出てく
ることが多い（初歩の練習曲の場合）。その特性を
生かし、和音・ドミソの形を最初に覚える（冊子
４頁参照）。複数の音を読む練習にもなるので、ト
音記号同様にヘ音記号もその３つの音『ドミソ』
を数えて読むための基点にするのである。確実に
３つの音を覚えたら、次に中央のドの音を覚える

（ヘ音記号の第５線の上のド）。このドはト音記号
のドと形も似ているので覚えるのは容易だ。最後
に、第１線（ヘ音記号の譜表）のソを覚える。こ
の音は童謡などの曲を弾く時によくでてくるので
覚えておくと便利である。これで、ヘ音記号の１
オクターブ半の音を読むことが可能になる。もう 1
つ注意してほしいのが、和音の読み方である。読
譜の読み方のルールとして、和音の音は下から上
の順に読む。指使いの記入もこれに従う。

「実際の練習での効果」
　ここに紹介したマークや指番号による練習は、
バイエル等の練習で運指がスムーズにいかない初
心者にとって、読譜ができていなくてもウォーミ
ングアップとして利用できる。また、調号を使っ
た練習にも入っていけるので、効率の良い練習が
可能になるだろう。実際に初心者向けに行われて
いる。ある学生に実験的に行ったレッスンでは、
数週間で調号も含め、バイエルの練習曲に取り組
める準備ができた。ハ長調での音階や和音が弾け
るようになった段階から、バイエルの練習曲を併
用して練習を始めたが、何もしないで練習した学
生と比べ、読譜や運指がスムーズであった。個人
差があるものの練習を続ければ必ず効果は出てく
るように思う。近い将来、保育者を目指す人は、
何れ一人で曲を勉強し保育現場で実践しないとい
けない時が来る。保育において、余裕をもって幼
児たちの前でピアノが弾けることは、幼児達に良
い音楽的な刺激を与えられ、音楽に関わる表現活
動の可能性を広げられるだろう。是非、ピアノの
力を身につけるためにも役立ててほしい。

～結論～ *
　幼児にとっての音楽は「表現」のみならず「健康」

「人間関係」「環境」「言葉」五領域全てに多大な影
響をあたえるものだ。
　・ みんなで歌を歌うことで得られる充実感；健

康な心と体【健康】
　・ 合奏や合唱で音楽で調和する喜び；他の人々

と親しみ、支え合う力【人間関係】
　・ 生活の歌や季節の歌などのメロディや歌詞か

ら感じ、学ぶこと；物事に好奇心や探究心を
もってかかわり、知ったことを生活に取り入
れようとする力【環境】

　・ 歌詞を聞き、覚え、歌うことで語彙が増え、
流暢に話す力につながる；言葉に対する感覚
や言葉で表現する力【言葉】( ※参考 幼稚園教
育要領第２章より )

　これらは「生きる力」へとつながる。音楽が幼
児にもたらす影響は甚大だ。相手が幼児だからと
言って、また保育士のピアノ経験の浅さを理由に
音楽の質を落とすわけにはいかない。頭脳も心も
やわらかい幼児期の体験は生涯記憶に残り続ける。
だからこそこの時期に接する物は上質かつ、心の
通う感動的なものであるべきだ。幼児の音楽の重
要性を理解し、一人でも多くの保育士のピアノが
その架け橋となることを願ってやまない。

－ 2017. 10. 25 受稿、2017. 10. 31 受理－
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